
おわりに

－開発技法の完成に向けて－

本研究では、精神障害者や高次脳機能障害を有する者に対する評価技法の開発を目的として、職業能

力を評価するだけでなく、作業を行う上で必要となるスキルや職務遂行を可能とする環境（補完手段を

含む）を明らかにするため、事務作業やＯＡ作業、実務作業からなる作業評価課題等の開発を行ってい

る。また、高次脳機能障害者等への作業評価課題の試行や情報の整理方法の獲得を目的としたメモリー

ノート訓練等を試行し、作業評価課題を遂行する際や補完手段を学習・活用する際の指導・支援の方法

等についても研究を重ねている。

一方、職業リハビリテーションの現場では、遂行機能障害を有する者をはじめとして、神経心理学的

検査等では軽度の障害ではあるものの、職場では様々な問題が生じるケースも現れている。

このようなことから、本研究では、「職場適応促進のためのトータルパッケージ（以下、トータルパ

ッケージという）」として、これまで開発した作業評価課題やメモリーノート訓練、ストレス・疲労ア

セスメントシート等を総合的に使用する方法を検討し、開発技法として完成させたいと考えている。

１．トータルパッケージの概要

トータルパッケージの流れを図1に示した。

トータルパッケージは、職業リハビリテーション・サービスを実施する際に必要となる、作業遂行力

の向上や対処行動・補完手段等の獲得を目指して、障害状況に応じたセルフマネージメントの構築の視

点に立って、評価や指導・支援等を行うよう構成されている。

トータルパッケージでは、まず、対象者の高次脳機能障害等の障害状況に関する情報や障害理解・障

害受容の状況等を把握すると共に、職場や作業を行う中で生じがちなストレスや疲労の現れ方等につい

ての情報を収集することから始まる。これらの情報を「M-ストレス・疲労アセスメントシート（以下、

MSFASという）」に集約した上で、スケジューリング・スキルの獲得が職業リハビリテーション・サー

ビスの中で必要とされるかどうかを判断する。次に、スケジューリング・スキルの獲得が必要な場合に

は、メモリーノート訓練を実施する。

さらに、作業評価課題（簡易版）により各種作業課題を体験させ、作業における障害の現れや作業に

対する個々人の実行可能性等について把握する。その後、本人に適当と考えられる作業課題を選定し、

個々の作業課題における作業能力の向上や作業遂行に必要な環境設定を特定できるよう指導・支援を行

う。段階的な指導・支援により作業をスムーズに遂行できた段階で、複数の作業を自分でマネージメン

トできるよう支援を行う。
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基礎評価の実施 
・障害状況 
・ストレス／疲労サイン 
・障害受容　など 

作業課題（簡易版）の実施 
（エラーパターンの分析） 

スケジューリング 
の訓練が必要 

安定した計画の 
遂行が可能か 

メモリーノート使用訓練の実施 
（スケジューリング基礎技能の獲得） 

・「Ｍｰストレス・疲労アセスメントシート」の活用 

・メモリーノートを用いたスケジューリングのトレーニング 

 Yes

  No

作業課題の実施 

目標行動 
・エラーの減少 
・作業遂行力の向上 
・障害受容 
・対処行動の獲得 
・補完手段の確立 
・不安の解消 

対処行動／補完手段の獲得 
訓練の実施 

本人との面接 

＜単一課題＞ 
・個々の作業課題の実施と評価・訓練 

・主なアセスメント項目 
エラーパターン 
コーピングレベル 
疲労／ストレス反応 

作業遂行力 

＜複数課題＞ 
・作業課題の選択～計画訓練の実施 

・主なアセスメント項目 
コーピングレベル 
疲労／ストレス反応 

作業遂行力 
計画力 

＜トータルトレーニング＞ 
作業場面で1日～1週間の作業を計画する場面を 
設定し、自分で遂行状況を確認し、対処行動、 
補完手段を活用しながら、計画遂行のマネージ 
メントができるか把握する。　　　　　　　　 

YesNo

評価・訓練の終了 

図1 評価課題を用いた職場適応のためのトータルパッケージの流れ

～対処行動/補完手段／作業遂行力の獲得と向上を目指して～
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２．トータルパッケージの実施事例

a 対象者

表1 作業課題等施行状況一覧表

表1に障害者職業総合センターで試行したトータルパッケージの実施対象者の概要を示した。

①Ａさん（23歳、女性）：交通事故により受傷。記憶力の低下や失名詞失語、感情の起伏の激しさ

が指摘されている。記憶障害はあることは認識しているが、メモリーノート使用等の補完手段は確

立していない。

作業課題等を行う中で、新規作業場面での口頭だけで指示された場合や作業結果のフィードバッ

クがない場合等に、表情の変化や不安の訴えなどの行動が観察された。

②Ｂさん（18歳、女性）：脳腫瘍手術後の後遺症により軽度左片麻痺、左下方1/4の視野欠損、睡

眠過多、記憶障害が認められる。障害は認識しているが、対処行動を取るまでには至らない。

長時間作業や休憩時、左手を使用している場合等に疲労を感じることが多いこと、質問しようと

した時や作業途中で手順を忘れてしまった時、またタバコの臭いが長時間続いた場合等にストレス

を感じているが、積極的な対応ができず我慢していることが多かった。

③Ｃさん（23歳、男性）：交通事故による受傷。

記憶や注意の低下、ワーキングメモリーの問題等、前頭葉機能の障害が指摘されている。障害は認

識しているが、適切な対処行動を取るまでには至らない。

15分以上の継続作業場面、フィードバックや終了の不明確な作業場面では、逃避的な態度や作業

途上での離席等の行動が見られた。また、自分の考えと異なる指示があると、感情的に主張する等

の行動も見られた。

個人属性
メモリー

ノ ー ト

WC

ST

事例名

23

18

20

F

F

M

TBI

脳腫瘍

TBI

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○○○ ○ ○ ○

○ ○○○ ○ ○ ○

○ ○○○ ○ ○ ○

○ ○○○ △

○ ○○○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ △

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－ ○ ○ ○ ○ ○

－ ○ ○ ○ ○ ○

－ ○ ○ ○ ○

Ａ

Ｂ

Ｃ

年齢 性別 障害名 参
照
構
成
記
入 L 1 2 3 4 5 6 L 1 2 3 4 5 L 1 2 3 4 5 L 1 2 3 4 5 6 L 1 2 3 4 5 L 1 2 3 4 L 1 2 3 4 5 L 1 2 3 4 5 L 1 2 3 4 5

事務作業 ＯＡ作業

数　　値
チェック

物　　品
請 求 書

作業日報
集　　計 数値入力 文章入力 コピー＆

ペースト
ファイル
管理 検索修正 ピッキング

実務作業

*表内の○は各レベルの終了を、△は訓練途上であることを示す
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s トータルパッケージのカリキュラム例

表2 職場適応促進のためのトータルパッケージのカリキュラム（試行事例から）

表2にカリキュラムの例を示した。なお、このカリキュラムは、表1の対象者へトータルパッケー

ジを試行した際のカリキュラムである。

このカリキュラムでは、まず１日目に対象者毎に個別相談を行い、個々人の障害状況とストレス

体験や疲労感の認識等についての情報を収集した。その後、Wisconsin Card Sorting Test（以下、

WCSTという）を実施し、遂行機能障害の有無の可能性や反応改善に効果的な支援方法について評

価した。

１日目後半～２日目にかけて、メモリーノート訓練と作業評価課題（簡易版）を行い、基本的な

情報整理スキルの獲得と作業におけるエラーの現れ方を把握した。

３日目～７日目には、対象者毎に順次作業課題を用いた訓練を行い、個々の作業で見られたミス

や作業の不安定さ、作業能率等の改善を図った。

２日目以後のスケジュールについては、毎日の終わりのミーティングの際に、時間や場所、必要

物品、提出物等を提示し、翌日以降の場面の中でこれらの実行状況を把握した。

d 結　果

イ　KWCSTの結果

KWCSTの実施方法に基づきPC版を用いて行った。結果は表3に示した。

１－２回目の実施では、３名とも、カテゴリーの忘却や混乱等により、フィードバック情報か

らの適切なルールの生成には至らず、合理的な反応を継続できなかった。そこで、３回目に３つ

時　間

9：45

10：00

10：05

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

15：45

１日目
スケジュール

説明

個別相談

個別相談

WCST

メモリーノート

簡易評価

（事務作業、

ＯＡ作業）

相談g

２日目
スケジュール

作業準備

相談

簡易評価

相談

簡易評価

MN訓練

簡易評価

相談

g

＊

＊

＊

＊

＊

g

３日目
スケジュール

作業準備

相談

ＯＡ作業

ＯＡ作業

事務作業

相談

g

＊

＊

＊

＊

＊

g

４日目
スケジュール

作業準備

相談

事務作業

事務作業

相談

g

＊

＊

g

５日目
スケジュール

作業準備

相談

ＯＡ作業

事務作業

ＯＡ作業

事務作業

ＯＡ作業

事務作業

相談

g

＊

＊

＊

＊

＊

g

６日目
スケジュール

作業準備

相談

ＯＡ作業

実務作業

ＯＡ作業

実務作業

相談

g

＊

＊

g

７日目
スケジュール

作業準備

相談

実務作業

実務作業

実務作業

事務作業

相談

g

＊

＊

＊

＊

＊

g

※ は、前日に指示済み、gはグループ活動、＊はメモリーノート記入事項、を示す
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のカテゴリー名が書かれた「種類カード」を手がかり刺激として提示したところ、３名とも合理

的な反応を自発的に行うことができるようになった。

表3 WCSTの実施結果

ロ　メモリーノート訓練の結果

メモリーノート訓練は、３種類（白・青・桃）４機能（スケジュール・今日のto-do・to-do

list・重要事項）からなる様式を用い、参照・構成・記入の３段階の訓練を実施した。結果を表4

に示した。

表4 メモリーノート訓練の実施結果

ハ　作業評価課題の結果

作業評価課題は、個々の対象者の簡易版における実施状況等を基に、訓練課題として実施する

ことが適当と判断されたものを選択し実施した。

個々の作業課題の実施結果を、表1に示した。

Ａさんは、数値チェック、物品請求書作成、数値入力、ピッキングの各作業について訓練を行

った。各作業とも、作業開始時に丁寧な説明や例示、マニュアルの使用を促す等の指導が必要で

あったが、指導後は自律的な作業遂行が可能となった。また、記憶障害から、数日前に実施した

作業名を忘れることは多かったが、手続き記憶は保持されており学習効果は見られた。

Ｂさんは、数値チェック、物品請求書作成・ピッキングの各作業について訓練を行った。各作

業とも学習はスムーズだったが、口頭の指示では理解できず、作業途中での質問が多かったため、

質問事項を書きとめ、まとめて質問すること、手順をメモリーノートに記載させ参照を促す指導

が必要であった。これらの指導の結果、常にメモリーノートを参照し、自律的に作業を行うよう

対象者 １セッション ２セッション ３セッション 補完方法

A ３ ３ ６ 種類カードの提示

B ５ ２ ６ 種類カードの提示

C １ ３ ６ 種類カードの提示

＊表内の結果は、カテゴリー達成数（CA）を示す

対象者 参照 構成 記入 般化状況

A 9 2 2 記入には積極的であるが参照行動は支援が必要。

B 5 4 2 記入・参照行動ともほぼ安定。

C 18 6 3 携帯の習慣化、記入・参照とも支援が必要。

＊結果は達成水準（100%×2block）までの実施block数。



になったが、質問が必要な場面でも独力での対応を図りミスや作業能率の低下に繋がる様子も見

られた。

Ｃさんは、数値チェック、数値入力、ピッキングの各作業について訓練を行った。どの作業に

おいても、作業時間が15分程度を超えると逸脱行動が見られたりや集中力を欠く様子が観察され

たが、数値入力作業において、単位作業時間を自己申告する、数字の読み上げ入力・読み上げ確

認を徹底する等により、徐々に作業時間の延長を図るよう支援した。その結果、判断等の認知的

負荷の低い作業では集中して取り組める作業時間の延長は図られたが、ピッキング等認知的負荷

の高い作業では作業遂行は可能なものの、安定した作業時間の延長には至らなかった。

３．トータルパッケージ導入の効果

a 職場適応とトータルパッケージ

トータルパッケージを個々人の職場適応の視点から見ると、個々人が安定的に作業能力を発揮するた

めに様々な方向からアプローチしている。

職場適応を促進するためにトータルパッケージが果たしている役割を、図2のように整理した。

職場内での個人の行動を、「入力」（ex.作業機会、作業環境、作業対象物等）→「作業・職務実施」

（ex.作業や職務の遂行）→「出力」（ex.作業成果物、作業時間、作業能率、疲労等）といった一連の流

れとして考える。

まず、「入力」の部分を見ると、作業評価課題は、単に作業の機会を個人に提供するだけでなく、作

業の量や難易度を段階的に設定したり、幾つかの作業を組み合わせ複雑さの異なる職務を構成し提示す

ることができるように造られている。

また、「作業・職務実施」の部分では、WCSTをはじめとした各種検査の結果やMSFAS等により把握

した障害状況に合わせ、作業の安定した遂行を促す指導や補完手段等の支援策を講じることができる。

さらに、「出力」の部分では、作業や職務の結果を記録し、作業のエラー分析等により、障害や疲

労・ストレスの影響等を把握している。また、これらの結果を基に作業・職務の調整や個人の自立度

（セルフマネージメントレベル）に合わせた支援を検討し、メモリーノート等の活用によって新たな作

業・職務機会におけるスムーズな作業・職務の遂行の促進を図っている。

このようにトータルパッケージでは、個人が作業や職務を上手く遂行する際に影響を与える幾つかの

要因に対し、具体的にアプローチする手段を提供するものと考えられる。

s トータルパッケージの効果

トータルパッケージの導入によって、対象者は個々に違いはあるものの、次のような内容につい

て目標として明確化し、また学習成果を得ることができたと考えられる。

①疲労度・ストレス場面でのセルフモニタリングの必要性

②スケジュール管理、行動様式（作業手順や生活習慣等）記録の重要性

③作業上の障害の現れ方（作業毎のエラー内容、作業時の疲労・ストレスの現れ等）
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④作業上の障害に対する対処方法（種類カード、指示の受け方、メモリーノートの活用等）

これらの学習や気づきは、今後、対象者が職業生活を営む上で必要な、障害の受容や理解を促進する

きっかけとなるのではないだろうか。

図2 職場適応におけるトータルパッケージの役割

４．今後の課題および展望

前項では、トータルパッケージの効果について幾つかの項目を挙げた。試行の対象者においては、こ

れらの項目について、改善の兆しを見せたが、トータルパッケージを完成するためには、次のような幾

つかの課題が残されている。

①　個々の疲労やストレスを示す、疲労・ストレス指標の特定の手続きの作成

②　疲労やストレスに応じた休憩取得等の段階的なセルフマネージメント訓練の開発

③　遂行機能障害の補完手段（計画作成支援ツール）としてのメモリーノート訓練の開発

本研究では、これらの課題に対応するため評価・分析方法や指導・支援方法についても引き続き開発

をすすめており、今後、これらについてもトータルパッケージの新たな内容として取り入れていく方向

で検討している。

トータルパッケージの導入は、個人の属性（障害状況、疲労・ストレス等による変化）と作業や職務

の属性（作業の難易度、職務の複雑さ）、その関係性の中で現れる作業・職務の遂行状況を総合的に評

価し、適切な指導・支援（メモリーノート、セルフマネージメント訓練、作業指導等）を構築するため
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●作業・職務の結果活用 

●エラー分析 

●作業能率 

■セルフマネージメントレベル 

自立的で不安軽減に繋がる手段 
行動記録 スケジュール 

管理 入力 

入力 

入力 

出力 

出力 

出力 

メモリーノート 

神経心理学 
検査等 

M-ストレス・疲 
労アセスメント 

シート 
（MSFAS） 

作
業 

職務 作業遂行 
職務遂行 

疲労 ・ ストレス 
障害状況 補

完手段 
補完手段 

トータル パッケージ 

作 

業 作
業 

作業・職務の複雑さ 

作業の難易度 

作業環境 

職場適応とトータルパッケージ 



の総合的支援であると考えている。このような支援には、ある程度の期間と計画的な実施が必要とされ

ると考えられる。今後、さらに試行を重ね、トータルパッケージの機能と効果について明らかにしてい

きたい。
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